
(57)【要約】

【課題】　部品点数が少なく、簡単な構造で短時間に組

立てができる、陳列棚等のフレーム構造を提供する。

【解決手段】　支柱２と横連結杆３とが交差する隅部に

、ほぼ倒立Ｌ字状をなす連結部材１２における互いに直

交する垂直当接片１３ａと水平当接片１３ｂを当接させ

、両当接片１３ａ、１３ｂに形成された長手方向を向く

通孔１５ａ、１５ｂと、この通孔１５ａ、１５ｂと連通

するように、支柱２の内側面に形成された係合孔５とに

、雄ねじ部２０の一端にフック部２１を形成した固定部

材１８におけるフック部２１を挿入して、該フック部２

１を支柱２の係合孔５の内面に係合させ、雄ねじ部２０

にナット２６をねじ込んで締付けることにより、両当接

片１３ａ、１３ｂを支柱２と横連結杆３の隅部に固定す

る。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 左 右 １ 対 の 支 柱 の 上 端 部 同 士 、 お よ び 下 端 部 同 士 を 、 左 右 方 向 を 向 く 横 連 結 杆 を も っ て
互 い に 連 結 し て な る 陳 列 棚 等 の フ レ ー ム 構 造 に お い て 、
　 前 記 支 柱 と 横 連 結 杆 と が 交 差 す る 隅 部 に 、 ほ ぼ 倒 立 Ｌ 字 状 を な す 連 結 部 材 に お け る 互 い
に 直 交 す る 垂 直 当 接 片 と 水 平 当 接 片 を 当 接 さ せ 、 前 記 両 当 接 片 に 形 成 さ れ た 長 手 方 向 を 向
く 通 孔 と 、 こ の 通 孔 と 連 通 す る よ う に 、 前 記 支 柱 の 内 側 面 に 形 成 さ れ た 係 合 孔 と に 、 雄 ね
じ 部 の 一 端 に フ ッ ク 部 を 形 成 し た 固 定 部 材 に お け る 前 記 フ ッ ク 部 を 挿 入 し て 、 該 フ ッ ク 部
を 支 柱 の 係 合 孔 の 内 面 に 係 合 さ せ 、 前 記 雄 ね じ 部 に ナ ッ ト を ね じ 込 ん で 締 付 け る こ と に よ
り 、 前 記 両 当 接 片 を 支 柱 と 横 連 結 杆 の 隅 部 に 固 定 し た こ と を 特 徴 と す る 陳 列 棚 等 の フ レ ー
ム 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ッ ク 部 が 、 雄 ね じ 部 を 中 心 と し て 互 い に 反 対 方 向 に 延 出 す る 係 合 突 部 を 備 え る と と も
に 、 支 柱 に 形 成 し た 係 合 孔 の 長 手 方 向 の 寸 法 を 、 固 定 部 材 の フ ッ ク 部 を 傾 斜 さ せ た 状 態 で
は 前 記 係 合 孔 を 通 過 し 、 固 定 部 材 の 締 め 付 け 時 に お い て 係 合 孔 の 長 手 方 向 の 両 縁 と 係 合 し
う る よ う に 、 前 記 係 合 突 部 の 両 端 の 長 さ よ り 短 寸 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 陳 列 棚 等 の フ レ ー
ム 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 固 定 部 材 の 雄 ね じ 部 と フ ッ ク 部 と を 、 同 一 厚 さ の 扁 平 状 に 形 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の 陳 列 棚 等 の フ レ ー ム 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 連 結 部 材 を 、 内 向 コ 字 状 の 断 面 形 状 と し て な る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 陳 列 棚
等 の フ レ ー ム 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 商 品 陳 列 棚 や 棚 を 設 け な い 商 品 陳 列 什 器 、 ま た は 間 仕 切 り 等 （ 以 下 、 陳 列 棚
等 と い う ） に お け る 方 形 枠 状 の フ レ ー ム 構 造 、 特 に 、 左 右 １ 対 の 支 柱 の 上 端 部 同 士 、 お よ
び 下 端 部 同 士 を 、 左 右 方 向 を 向 く 横 連 結 杆 を も っ て 互 い に 連 結 し て な る 陳 列 棚 等 の フ レ ー
ム 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 左 右 の 支 柱 と 横 連 結 杆 と を 連 結 す る 隅 部 に 、 補 強 部 材 を 設 け て 連 結 強 度 の 向 上 を
図 っ た 陳 列 棚 等 の フ レ ー ム 構 造 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 横 連 結 杆 の 端 部 に 取 付 け ら れ た 補 強 部 材 の 側 端 の 当 接 片 を 支 柱 に 当 接 さ せ 、
支 柱 の 切 込 孔 の 裏 面 に 係 止 さ れ た 固 定 金 具 と 、 当 接 片 の 内 側 面 に 当 接 さ れ た 固 定 枠 に よ り
、 支 柱 内 壁 と 補 強 部 材 の 当 接 片 と を 挟 み 、 締 付 ね じ で 締 め 付 け る こ と に よ り 、 横 連 結 杆 と
支 柱 と を 補 強 部 材 を 介 し て 固 定 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ４ ９ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 に 記 載 さ れ て い る フ レ ー ム 構 造 で は 、 支 柱 と 横 連 結 杆 同 士
を 連 結 す る の に 、 補 強 部 材 、 固 定 金 具 、 締 付 ね じ 、 固 定 枠 等 、 多 く の 部 材 を 用 い て い る の
で 、 部 品 点 数 が 多 く 、 組 立 て も 煩 雑 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 固 定 金 具 の 形 状 も 複 雑 で 、 か つ そ れ に め ね じ 筒 を 固 着 し て い る た め 、 コ ス ト 高 と
な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 技 術 が 有 す る 上 記 の よ う な 問 題 点 に 鑑 み 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 簡 単 な
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構 造 で 短 時 間 に 組 立 て が で き る と と も に 、 部 品 の コ ス ト を 低 減 し う る よ う に し た 、 陳 列 棚
等 の フ レ ー ム 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 上 記 課 題 は 、 次 の よ う に し て 解 決 さ れ る 。
(１ )　 支 柱 と 横 連 結 杆 と が 交 差 す る 隅 部 に 、 ほ ぼ 倒 立 Ｌ 字 状 を な す 連 結 部 材 に お け る 互 い
に 直 交 す る 垂 直 当 接 片 と 水 平 当 接 片 を 当 接 さ せ 、 前 記 両 当 接 片 に 形 成 さ れ た 長 手 方 向 を 向
く 通 孔 と 、 こ の 通 孔 と 連 通 す る よ う に 、 前 記 支 柱 の 内 側 面 に 形 成 さ れ た 係 合 孔 と に 、 雄 ね
じ 部 の 一 端 に フ ッ ク 部 を 形 成 し た 固 定 部 材 に お け る 前 記 フ ッ ク 部 を 挿 入 し て 、 該 フ ッ ク 部
を 支 柱 の 係 合 孔 の 内 面 に 係 合 さ せ 、 前 記 雄 ね じ 部 に ナ ッ ト を ね じ 込 ん で 締 付 け る こ と に よ
り 、 前 記 両 当 接 片 を 支 柱 と 横 連 結 杆 の 隅 部 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
(２ )　 上 記 (１ )項 に お い て 、 フ ッ ク 部 が 、 雄 ね じ 部 を 中 心 と し て 互 い に 反 対 方 向 に 延 出 す
る 係 合 突 部 を 備 え る と と も に 、 支 柱 に 形 成 し た 係 合 孔 の 長 手 方 向 の 寸 法 を 、 固 定 部 材 の フ
ッ ク 部 を 傾 斜 さ せ た 状 態 で は 前 記 係 合 孔 を 通 過 し 、 固 定 部 材 の 締 め 付 け 時 に お い て 係 合 孔
の 長 手 方 向 の 両 縁 と 係 合 し う る よ う に 、 前 記 係 合 突 部 の 両 端 の 長 さ よ り 短 寸 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
(３ )　 上 記 (１ )ま た は (２ )項 に お い て 、 固 定 部 材 の 雄 ね じ 部 と フ ッ ク 部 と を 、 同 一 厚 さ の
扁 平 状 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
(４ )　 上 記 (１ )～ (３ )項 の い ず れ か に お い て 、 連 結 部 材 を 、 内 向 コ 字 状 の 断 面 形 状 と す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
　 (ａ )請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 支 柱 と 横 連 結 杆 同 士 は 、 連 結 部 材 と 固 定 部 材 と ナ ッ
ト の み で 固 定 し う る の で 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 組 立 て も 簡 単 で あ る と と も に 、 固 定 部 材 も
雄 ね じ 部 と フ ッ ク 部 の み の 簡 単 な 構 造 で あ り 、 全 体 と し て 安 価 な フ レ ー ム 構 造 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 (ｂ )請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 固 定 部 材 の 係 止 構 造 が 簡 単 で あ り 、 か つ 係 合 孔 の 長
手 方 向 の 両 縁 に 係 止 突 部 が 係 合 す る の で 、 固 定 部 材 を 確 実 に 支 柱 に 取 付 け る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 (ｃ )請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 固 定 部 材 は 、 板 材 を プ レ ス 加 工 し て 一 体 成 形 し た の
ち 、 雄 ね じ 部 に ね じ 切 り す れ ば よ い の で 、 簡 単 か つ 安 価 に 製 造 で き る 。 ま た 、 ス リ ッ ト 状
の 係 合 孔 を 有 す る 通 常 の 陳 列 棚 の 支 柱 を そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 (ｄ )請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 連 結 部 材 の 曲 げ 剛 性 が 大 と な る の で 、 連 結 後 に お い
て フ レ ー ム が ぐ ら 付 い た り す る 恐 れ が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 備 え る 陳 列 棚 等 の フ レ ー ム 構 造 の 正 面 図 、 図 ２ は 、 側 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 前 部 フ レ ー ム (１ )は 、 左 右 １ 対 の 支 柱 (２ )(２ )と 、 こ の 左 右 の 支 柱
(２ )の 上 端 部 と 下 端 部 同 士 を 連 結 す る 左 右 方 向 を 向 く 上 下 の 横 連 結 杆 (３ )(４ )と に よ り 、
方 形 枠 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 支 柱 (２ )は 、 前 後 方 向 に 長 い 長 方 形 断 面 の 角 管 よ り な り 、 そ の 前 後 両 面 に は 、 ス リ ッ ト
状 の 係 合 孔 (５ )が 、 上 下 方 向 に 等 間 隔 で 形 成 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ の 係 合 孔 (５ )に
は 、 棚 板 (６ )を 取 付 け る た め の ブ ラ ケ ッ ト （ 図 示 せ ず ） が 係 止 さ れ る よ う に な っ て い る 。
　 上 記 前 部 フ レ ー ム (１ )の 後 面 に は 、 後 部 フ レ ー ム (７ )が 取 付 け ら れ て い る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 後 部 フ レ ー ム (７ )は 、 左 右 の 支 柱 (２ )の 下 端 の 後 端 に 前 端 が 連 結 さ
れ 、 前 後 両 端 部 の 下 面 に キ ャ ス タ (９ )を 取 付 け た 前 後 方 向 を 向 く 左 右 １ 対 の 脚 杆 (８ )と 、
同 じ く 左 右 の 支 柱 (２ )の 上 端 の 後 面 に 前 端 が 連 結 さ れ た 前 後 方 向 に 向 く 左 右 １ 対 の 上 部 連
結 杆 (10)と 、 こ の 両 上 部 連 結 杆 (10)と 上 記 左 右 の 脚 杆 (８ )の 各 々 の 後 端 同 士 を 連 結 す る 左
右 １ 対 の 縦 連 結 杆 (11)と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 左 右 の 支 柱 (２ )と 縦 連 結 杆 (11)と の 間 に は 、 棚 板 (６ )が 取 付 け ら れ て い る 。 な お 、 前 部
フ レ ー ム (１ )を 、 左 右 の 脚 杆 (８ )の 中 央 部 上 面 に 立 設 し 、 そ の 前 後 両 面 に 棚 板 等 を 取 付 け
る オ ー プ ン タ イ プ の 陳 列 棚 や 間 仕 切 り 等 に 適 用 す る 場 合 は 、 後 部 フ レ ー ム (７ )は 取 付 け な
く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 支 柱 と 横 連 結 杆 の 連 結 部 の 詳 細 を 示 す 一 部 切 欠 き 拡 大 断 面 図 、 図 ４ は 、 図 ３ の
IＶ ― IＶ 線 断 面 図 、 図 ５ は 、 固 定 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 支 柱 (２ )と 上 下 の 横 連 結 杆
(３ )(４ )と の 四 隅 部 の 連 結 構 造 は 、 同 じ で あ る た め 、 右 上 部 の 連 結 部 の み を 図 示 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 支 柱 (２ )の 上 端 部 と 上 部 の 横 連 結 杆 (３ )の 右 端 部 と の 隅 部 に は 、 概
ね 直 角 三 角 形 を な す ア ン グ ル 状 の 連 結 金 具 (12)が 、 次 の よ う に し て 取 付 け ら れ て い る 。 連
結 金 具 (12)は 、 直 角 三 角 形 の 二 辺 を 構 成 す る 垂 直 及 び 水 平 な 当 接 片 (13a)(13b)と 、 両 当 接
片 (13a)(13b)の 前 後 の 両 端 縁 に 内 向 き に 連 設 さ れ た 補 強 片 (14)(14)と か ら な る 内 向 コ 字 状
断 面 を な し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 当 接 片 (13a)(13b)の ほ ぼ 中 央 部 に は 、 上 下 及 び 左 右 方 向 を 向 く 長 孔 (15a)(15b)が 形 成 さ
れ て い る 。 こ の 両 長 孔 (15a)(15b)と 対 向 す る 支 柱 (２ )の 内 側 面 と 横 連 結 杆 (３ )の 下 面 と に
は 、 固 定 金 具 (18)が 係 合 可 能 な 係 合 孔 (16)(17)が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 固 定 金 具 (18)は 、 雄 ね じ 部 (20)と フ ッ ク 部 (21)と か ら な る ほ ぼ Ｔ 字
状 の も の で あ る 。 雄 ね じ 部 (20)は 、 円 形 断 面 の ボ ル ト の 両 側 面 を 切 り 落 と し た 形 状 、 す な
わ ち 、 両 側 面 が 平 坦 面 (22)を な す と と も に 、 そ の 部 分 を 除 い た 外 周 面 に お ね じ (23)が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 フ ッ ク 部 (21)は 、 雄 ね じ 部 (20)の 両 側 面 と 同 一 の 厚 さ を な し 、 雄 ね じ 部 (20)を 中 心 と し
て 一 方 （ 図 面 の 上 側 ） に 突 出 す る 係 合 突 部 (21a)は 他 方 の 係 合 突 部 (21b)よ り 長 く 、 か つ 、
長 い 方 の 係 合 突 部 (21a)の 外 端 面 に は テ ー パ 面 (24)が 、 短 い 方 の 係 合 突 部 (21b)の 下 端 面 に
は 弧 状 面 (25)が 、 そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 長 孔 (15a)(15b)及 び 係 合 孔 (16)(17)の 長 手 方 向 の 寸 法 は 、 両 係 合 突 部 (21a)(
21b)間 の 寸 法 よ り 短 寸 と し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 固 定 金 具 (18)を 傾 け 、 フ ッ ク 部 (21)を 、 そ の 長 い 方 の 係
合 突 部 (21a)を 先 に 、 連 結 金 具 (14)の 長 孔 (15a)と 支 柱 (２ )の 係 合 孔 (16)と に 挿 入 し た の ち
、 固 定 金 具 (18)全 体 を 押 し 下 げ 、 実 線 の よ う に 、 フ ッ ク 部 (21)を 支 柱 (２ )の 係 合 孔 (16)の
内 面 に 係 合 さ せ る 。 つ い で 、 雄 ね じ 部 (20)に ナ ッ ト (26)を ね じ 込 ん で 締 め 付 け る こ と に よ
り 、 連 結 部 材 (12)の 垂 直 の 当 接 片 (13a)が 支 柱 (２ )に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 と 同 じ 要 領 で 、 横 連 結 杆 (３ )と 連 結 部 材 (12)の 水 平 の 当 接 片 (13b)と を 、 固 定 金 具 (
18)と ナ ッ ト (26)と に よ り 固 定 す る こ と に よ り 、 支 柱 (２ )の 上 端 部 と 横 連 結 杆 (３ )の 側 端
部 と が 、 連 結 部 材 (12)に よ り 強 固 に 連 結 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-192767 A 2005.7.21



【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 左 右 の 支 柱 (２ )の 上 端 部 と 上 部 の 横 連 結 杆 (３ )の
両 隅 部 、 お よ び 支 柱 (２ )の 下 端 部 と 下 部 の 横 連 結 杆 (４ )の 両 隅 部 が 、 同 一 構 造 の 連 結 部 材
(12)に よ り 固 定 さ れ て い る 。
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た フ レ ー ム は 、 商 品 陳 列 棚 、 棚 を 設 け な い 商 品 陳 列 什 器 、 あ る い
は 間 仕 切 り 等 、 方 形 枠 状 を 使 用 す る 全 て の フ レ ー ム に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 、 支 柱 と 横 連 結 杆 の 連 結 構 造 を 示 す 一 部 切 欠 き 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 、 図 ３ の IＶ － IＶ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 じ く 、 固 定 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
(１ )フ レ ー ム
(２ )支 柱
(３ )上 部 の 横 連 結 杆
(４ )下 部 の 横 連 結 杆
(５ )係 合 孔
(６ )棚 板
(７ )後 部 フ レ ー ム
(８ )脚 杆
(10)上 部 連 結 杆
(11)縦 連 結 杆
(12)連 結 金 具 （ 連 結 部 材 ）
(13a)(13b)当 接 片
(14)補 強 片
(15a)(15b)長 孔 （ 通 孔 ）
(16)(17)係 合 孔
(18)固 定 金 具 （ 固 定 部 材 ）
(20)雄 ね じ 部
(21)フ ッ ク 部
(21a)(21b)係 合 突 部
(22)平 坦 面
(23)お ね じ
(24)テ ー パ 面
(25)弧 状 面
(26)ナ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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